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１ 一般社団法人北陸SDGs総合研究所について

別紙

(１)団体概要

歴史文化の保護、教育やスポーツの振興、健康増進、安全安心な社会づくり、住みやすいま

ちづくり、といった永続的、発展性のある地域社会づくりを目指して、北陸大学（石川県金沢

市）の教員等を中心に2020年に設立されたもの。

特に、健康づくり・外出促進といった観点を踏まえたオンデマンド交通の取り組みについ

て複数の地域での実績を有している。

(２)主な実績（オンデマンド交通関係）

・石川県金沢市

北部（2022.7～）、東部（2024.2～)、

西部（2025.4～）

・石川県輪島市（2023.11～）

・横浜市（2026.9～）

(３)その他

・輪島市地域公共交通会議構成員

・金沢MaaSコンソーシアム「新たなモビリティ導入検討部会（自動運転）」構成員

12月から運行を開始する呼べるバスの運行委託先

これらの地域において、地域、自治体、システ
ム事業者及び運行事業者との調整を行いながら、
オンデマンド交通を導入し、併せて利用促進の
取り組みも実施している。

一般社団法人北陸SDGs総合研究所の委員就任について
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２ 常滑市地域公共交通協議会の委員就任について

(１)委員就任にあたり期待すること

・呼べるバスの運行委託先として、運行委託者である常滑市と共に、運行準備、運行状況等

について常滑市地域公共交通協議会（以下「交通協議会」という。）への報告、協議等を

適宜行うこと。

・都市部（横浜市）、郊外（石川県金

沢市）、能登半島地震の被災地域（

石川県輪島市）でのオンデマンド交

通導入の実績に基づき、常滑市域・

愛知県域を超えた広い視野からの、

交通協議会での議論に参加すること。

・「行政による発注」ではない、地域・

自主組織による公共交通の運営のあ

り方の事例紹介（右図参照）

(２)委員としての位置付け

交通協議会設置要綱第３条第１項第14号における「その他市長が必要と認める者」として位

置付ける。

(３)任期

令和８年６月４日（本日）～令和10年３月31日

※その他の委員の任期の満了日と合わせることとする。

(４)委員

事務局長：皆口 みちこ 氏

【図】石川県金沢市におけるオンデマンド交通の運行体制


